
























「安全で安心」「快適で健康的」な
生活空間をつくる
「温度バリアフリー住宅」をめざして

正しい入浴の仕方とともに
日本の「おふろ」文化の
世界への発信を期待

【安全・安心への取り組み】
special
issue

特 集

住まいの暖房においては「家全体を暖める」という欧米の発想に対し、

日本では「部屋ごとに暖める」という考え方が主流のため、

地域や季節によって部屋ごとに大きな温度差があり、快適さや健康面での問題が指摘されていました。

しかし、ガスの給湯暖房機と温水端末を組み合わせて使えば、

日本の住宅でも室内の温度差をなくす温度のバリアフリー化が可能です。

リンナイは高効率なガス給湯暖房機および周辺機器の開発・製造・販売を通して、

日本における「温度バリアフリー住宅」の普及・拡大に努めます。

　日本の入浴時による死者は年間約1万9000人。居室・脱衣場・浴室内の温度差によるヒートショックも原因の一つと考え

られ、心筋梗塞や脳血管障害で命を落とす場合と、これらの疾患や一過性意識障害（失神）などによって倒れ、浴槽内で溺死

する場合があります。

　浴室を暖めることができる浴室暖房乾燥機の設置は、ヒートショックを防ぐのに有効な手段です。2016年4月に当社が発売

した浴室暖房乾燥機は、自動湯はり時に浴室温度が15度以下の場合には自動的に浴室を暖房する「自動連動機能※」を装備

したほか、浴室温度が15度以下になった場合、「低温」という文字をリモコンに表示。浴室暖房の利用を促します。
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ヒートショック抑制に貢献する浴室暖房乾燥機
P r o d u c t  ： プロダクト　高効率ガス給湯暖房機は、キッチンや浴室への給湯、浴槽への自動湯はり・おいだきから温水暖房までを1台でまかなうもの

です。当社はこれまでも高効率ガス給湯暖房機を販売してきました。中でも2015年7月に販売した給湯暖房機RVD-Eシリーズ

は業界最小・最軽量※を実現し、様々な立地条件にも対応できるものとして注目されています。今後も高効率ガス給湯暖房機

と寒い浴室を暖める浴室暖房乾燥機、足元から部屋を暖める床暖房、温水ルームヒーターなどの温水端末の普及に力を注ぎ、

快適で健康的な住まいの実現に貢献していく考えです。

業界最小・最軽量化の
高効率ガス給湯暖房機を発売
多様な立地条件に対応
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エコジョーズガス給湯暖房機
コンパクトタイプ
RVD-E2405AW2-1

Bathroom
高効率ガス給湯暖房機には「おいだき」機能付もあり、

いつでも温かいお湯を楽しむことができます。また、

浴室暖房乾燥機を設置すれば浴室と他の部屋の温

度差をなくし、体への負担を軽減することができます。
設置施工性の向上
熱源機をコンパクト化す

るだけでなく、温水端末

との接続に必要な熱動

弁ヘッダーを本体に収

納した内蔵タイプを開

発。設置施工性を向上

させました。

Living
空気を汚さず、ふく射熱によって部屋全体を暖める

床暖房。無風暖房のため、ほこりを巻き上げないほか、

肌の乾燥の心配がありません。

Kids room & Bedroom
子ども部屋や寝室には、約70度の温度で足元から

素早く部屋を暖めるガス温水ルームヒーターがおす

すめです。室内でガスの燃焼を行わないため、小さな

お子様の部屋にも安心して設置できます。

リンナイは浴室でのヒートショックを防ぐ浴室暖房機器の普及推進と事故
防止の啓発活動を通して、浴室での事故発生リスクの低減に貢献します。

　欧米で入浴といえばシャワーが一般的。日本のように日常的に「おふろにつかる」
文化を持っている国・地域はほとんどありません。肩まで浴槽につかることは疲労回復
に大きな効果があるとされています。水圧によってむくんでいる個所の血流が改善し、
浮力によって筋肉の緊張がなくなりリラックスできるほか、ストレスによって自律神経が
乱れている際には副交感神経に作用してその解消を果たすと報告されています。
　ただし、入浴には危険があるのも事実です。最も気をつけなければならないのが脱衣
室や浴室でのヒートショック。部屋と脱衣室、浴室で温度差が激しいと身体に負担をか
け、血圧の急上昇などによって脳内出血を起こしたり、気を失って溺死したりする可能
性があります。かけ湯をして血圧の急上昇を防ぐ、脱衣室や浴室を暖めるなどの工夫が
必要です。このほかお湯の適温（40度）を守る、おふろにつかるのは10～15分程度で
長時間は避けることも必要です。
　これからの給湯器はもっと進化してもいいと思います。例えば人工知能によって
「あなたの体調にはこのくらいの温度がよい」「もうふろから上がったほうがよい」とアド
バイスする機能があるといいですね。そして日本の素晴らしい文化である「おふろに
つかる」入浴スタイルを世界に広めて欲しいと思います。

東京都市大学 人間科学部教授
温泉療法専門医

 早坂 信哉さん

交通事故死亡者数と入浴中死亡者数の比較［2015年］

出典：消費者庁2016年1月20日公表資料
 「冬場に多発する高齢者の入浴中の事故に御注意ください！」

　　 警察庁2016年1月4日公表資料
 「平成27年中の交通事故死者数について」

※ 自動連動機能を搭載した給湯暖房用熱源機とリモコンの組み合わせに限ります。

4倍
以上！！

入浴中死亡者
推定数

交通事故
死亡者数

約19,000人

ヒートショックが
大きな要因！

脱衣室リモコン

脱衣室リモコンに
「低温」サインを点灯

低 温

※2015年6月現在、リンナイ調べ
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お客様の安全・安心に向けた
リンナイグループの品質への取り組み

【安全・安心への取り組み】
special
issue

特 集

ガス機器をはじめとする熱エネルギー機器は、人々の暮らしの中で用いられるため、少しの不具合や故障が大きな事故につなが

りかねません。当社グループは「品質こそ我らが命」を原点にモノづくりを推進しています。私たちは単に故障・不具合を起こさない

だけでなく、その商品が役割を終えるまでの間、快適な生活の実現に貢献するかどうかまでを「品質」であると考えています。商品

の開発からアフターサービスに至るまでの品質に向けた具体的な取り組みを紹介します。

　スマートフォンやタブレット端末の普及に伴い、多くの人がインターネットに接続できるようになりました。そこで当社では

ホームページを通して安全にガスの使用ができるように各種情報提供を行っています。

　マイコンメーターはガスの使用量を計測するだけでなく、

震度5以上の地震発生時

に自動的にガスの供給を

止める機能を持っています。

当社のホームページでは、

地震発生後、速やかにマイ

コンメーターの正しい復旧

方法の手順を公開します。

ホームページで安全に対する注意を喚起
I n f o r m a t i o n  S e r v i c e  ： 商品使用時の情報提供

　ガス機器には、（1）購入時から商品が役割を終えるまで安全に使えること（2）設置環

境に左右されずに一定の性能を発揮すること（3）商品が役割を終えるまで性能を発揮

すること－の3つが求められます。当社グループではこれらの性能を満足できるかどう

かを調べるために、数多くの性能評価を実施し、改善点の発見・信頼性の確保に努めています。

　2015年7月には新しい環境試験棟を技術センター内に設置しました。この試験棟には、気候条件を低温から高温まで調整

できる総合環境試験室を完備しています。この試験室内には戸建て住宅が設けられており、外気温の変化によってガス機器が

どのような影響を受けるかなどを調べることができます。また、断熱材や壁厚、部屋の広さなどを変えることもでき、きめ細かな

試験評価が可能になっています。

D e v e l o p m e n t  ： 開発

※治具　加工・組立の際に道具や作業位置を指示・誘導するために用いる道具
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環境試験棟

考働館

訓練道場「考働館」を設置
体験を通じた品質教育を実施

P r o d u c t i o n  ： 生産

　指導にあたっては、品質ルール一つひとつに対して「なぜ、そのルールを守らなければいけないのか」
といった必要性と、もし違反した場合、どんなことが起きるのかを説明しています。時間はかかりますが、
指導・訓練を繰り返し行い、理解度を向上させることが確実な作業につながります。
　今後は、より受講者にやさしく、分かりやすい教育を行うため、視覚的に訴える映像の教材を作成
していきます。

ルールの必要性を理解してもらい、品質へのこだわりを育む

【地震発生後のマイコンメーターの復旧方法】

　2009年4月の「消費生活用製品安全法」改正によって

「長期使用製品安全点検制度」が施行されました。それを受

けて製品には標準的な使用期間があることを広く伝えると

ともに、使用期間を超えた機器を使用するお客様に機器の

点検・取り替えをすすめる活動を展開しています。なお、当社

グループでは「特定保守製品」（屋内式ガス瞬間湯沸器ほか）

はもちろん、そのほかの製品についても「長期使用製品安全

点検制度」に準じて行う「あんしん点検」を提案しています。

長期使用製品の点検の推進とその体制の充実を図る
I n s p e c t i o n  &  C h a n g e  ： 点検・取り替え

　経済産業省が定める「製品安全総点検月間」に合わせ、

毎年11月に安全への啓発活動を強化しています。日頃から

ホームページで発信しているリ

コール情報や長期使用製品に

関する注意事項、製品の正しい

使い方などの情報をまとめたペー

ジを作成し、お客様の安全に対

する意識向上に努めています。

【製品安全総点検月間】

長期間ご使用製品の保守点検制度

長期使用製品安全点検制度
〈消費生活用製品安全法〉

により行う「法定点検」
●2011年7月より給湯暖房熱源機（FF式）が追加

長期使用製品安全点検制度
に準じて行う

「あんしん点検」

消費生活用製品安全法により特定保守
製品のマークのある製品について、経年
劣化による製品事故を未然に防止するた
めの所有者登録や点検（有料）などが求め
られています。

経年劣化による製品事故を未然に防止
するために、法令に準じてあんしん点検
マークのある製品について、所有者登録
や点検（有料）をおすすめしています。

　「お客様満足度（CS）」を重視し、お客様からのご相談・

ご要望に誠実かつ迅速、的確に対応、「満足と安心・信頼され

るサービスを提供する」ことを方針にしています。修理サー

ビスを行った際には対象消費者に「お客様の声アンケート」

を実施。修理訪問時の対応などの満足度を評価してもらい、

その結果を各部門にフィードバックしています。2015年度

は述べ22万人の消費者にアンケートを実施、100点満点

中平均で94.4点の評価を得ました。2007年以降、毎年90

点以上を獲得しています。

アフターサービスも「品質」  迅速な対応で高い評価を獲得
A f t e r  S e r v i c e  ： アフターサービス

〈アフターサービスにおけるお客様満足度アンケート結果〉

環境試験棟を新築
全国各地の住環境に応える商品の
開発を推進

　大口工場では2009年から組立作業による品質不良撲滅のために、訓練道場

「考働館」を設置しています。新たに作業に従事する方に対して、実際の商品や

設備、治具※を用いて、分かりやすく品質教育ルールを伝えるとともに、ネジ締め

技能の訓練を行っています。また、新人だけでなく、経験者に対しても、繰り返し

基礎教育・応用教育を行い、品質意識の維持・向上を図っています。
礼儀・態度・言葉づかい

挨拶と身分証の提示

不具合内容の事前説明

修理内容の説明

養生や修理後の後片付け

修理受付から完了までの期間

対応の総合的判断

90 92 94 96 98 100（点）

98.3

92.8

94.2

90.7

91.9

97.1

93.3
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R inna i  CSR  Repo r t  2016ステークホルダーとのコミュニケーション

［株主・投資家とのコミュニケーション］

［ビジネスパートナーとのコミュニケーション］

●お客様の声を活かした商品展開
　当社商品を長く大切に使っていただくため、2006年10月に当社商品の

純正交換部品のインターネット公式部品販売サイト「R.STYLE（リンナイ

スタイル）」の運営を開始し、お客様自身で取り替えられる部品やお手入れ

用品を販売しています。直接寄せられるお客様の声を反映して、当社商品

と相性のよい「お掃除グッズ」や「キッチングッズ」、リンナイスタイル限定の

「オリジナル商品」も開発するなど、取り扱い商品を日々拡充しています。

　2016年3月には、会員登録数が40万人を突破し、当社商品をご利用の

お客様との接点がさらに拡大しました。会員の皆様とのコミュニケーション

として、インターネットアンケートを実施し、収集したデータからお客様の

ニーズをくみあげた商品企画や課題の解決などに活用しています。

●強火力でシンプルなコンロの開発
　インターネットサイトに寄せられるお客様の声の中に

「強火力でシンプルなコンロ」への要望が多く、その要望

に応える商品として、2015年12月にインターネット限定

モデルのガステーブルコンロ「Vamo．（バーモ）」を発売

しました。

　シンプルなデザインを追求し、調理性にこだわり家庭

用テーブルコンロで業界最大火力※となる4,000kcal/h

の強火力バーナーを搭載しました。

［お客様とのコミュニケーション］

●ホームページに寄せられたお客様の声を社内改善へ展開
　「R.STYLE」には、販売サイトをご利用いただいたお客様から、

商品やサービスへのご意見・ご感想が多く寄せられています。

お客様の声は社内共有サイト「ひまわりメッセンジャー」に掲載し

ています。部門間で情報を共有し、分析・対策をすることにより、品

質向上やサービス活動拡充などの改善につなげています。

※業界最大火力-2016年4月時点、家庭用ガステーブルコンロ分野。リンナイ調べ

●株主総会
　2016年6月28日に名古屋市中村区・名鉄ニューグランドホテルにて第66期定時

株主総会を開催しました。より多くの株主の皆様に議案を十分に審議いただき、ご出

席いただけるよう、株主総会の招集通知を法定期限よりも早くお届けしています。

株主総会ではスライドを用いた事業報告を行うなど、株主の皆様へ当社の状況を

分かりやすくお伝えできるよう努めるとともに、株主総会の会場への参加が困難な

方のためにインターネットなどによる議決権行使制度を採用しています。また、株主の

皆様にお送りする報告書（株主通信）は、決算実績を写真、グラフ、解説などを用いて

ご理解いただきやすい形でお伝えしています。

●取引先様とのコミュニケーション
　毎年開催する「新春互礼会」や「取引先方針説明会」、

定期的に実施している「取引先連絡会」などを通じて、当社

の品質に関する考え方、モノづくりの基本を理解していた

だくとともに、当社の生産動向を含めた情報提供を行って

います。また、取引先様からのご提案や質問事項について

協議する場として、お互いの連携強化を図っています。

　さらにインターネット環境を利用した双方向型の情報

交換ツール「R-LINE」を通して、より多くの取引先様と円滑

かつ迅速な情報連携を推進し、災害時などにおける事業

活動のリスクに対する備えを強化しています。

●IR活動
　株主・投資家の皆様へ事業概況を直接お伝えする場として、また

迅速かつ公平な情報開示の手段として、アナリスト・機関投資家

向け決算説明会（年2回）、株主通信の発行（年2回）、ホームページ

へのニュースリリースや決算説明資料の掲載、IRカレンダーなどに

よる情報提供を行っています。英語版ホームページにも日本語

版と同様に決算情報や株主通信などのIR情報を掲載し、タイム

リーな情報提供に努めています。

ホームページに、より詳細な情報を掲載しています       http://www.rinnai.co.jp/csr/index.html

当社と関わるステークホルダーとのつながりを重視。働きやすく活気ある職場づくりを行うほか、
地域社会への貢献活動にも力を注いでいます。
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　一人ひとりがやる気を高め、それぞれが能力を最大限に発揮できる「明るく働きがいのある風土づくり」と、従業員の健康

促進・安全維持のための「職場環境づくり」を推進しています。会社で働く全従業員が、個々のライフスタイルに応じて、仕事と

個人の生活を調和させながら、自分らしく「やりがい」と「充実感」を持って活躍できるように、生涯にわたり従業員を支援できる

人事制度の充実に取り組んでいます。

「健康経営銘柄2016」に金属製品業種として初選定
　2016年1月、経済産業省と東京証券取引所が主催する「健康経営銘柄

2016」に選定されました。

　「健康経営銘柄」とは、従業員などの健康管理を経営的な視点で戦略的

に実践している企業を「健康経営※」に優れた企業として選定し、長期的な

視点で企業価値の向上を重視する投資家にとって魅力ある企業を紹介する

もので、2015年度から実施されています。

　当社は健康増進活動の支援、健康診断および個別サポート、メンタル

ヘルスケアへの取り組みに対する評価を通して東京証券取引所の金属製

品業種において初めて、健康経営銘柄に選定されました。

［従業員とのコミュニケーション］

〈健康増進活動の支援〉
　健康増進の支援として、従業員組合主催の「体力増進スポーツイベント」や全

国の従業員が自発的に行う「クラブ活動（サッカー、野球、ゴルフ、自転車、卓球、

マラソン、他）…現在28部」への費用支援も積極的に行っています。従業員食堂

においても栄養士と連携し、従業員の健康を考慮したメニューの考案に取り組

んでいます。

〈健康診断および個別サポート〉
　2013年から健康支援室を設置し、専任保健師による従業員の健康増進活動

を実施しています。個別健康指導や相談、健康づくりセミナーを実施する中、長

時間労働者に対しては、健康障害を未然に防ぐため、法令を上回る基準を設定

し、産業医の面談を行っています。

〈メンタルヘルスケア〉
　「心の病気の未然防止」と「ストレスの早期発見」を目的とした、メンタルヘルス

ケアによる健全な職場づくりを推進しています。2015年度は、日ごろのストレス

への気づきと、その対処を目的に「ストレス・セルフケアセミナー」や「管理監督者

向けの管理監督者基本セミナー」などを14回実施、315名が受講しました。

※健康経営は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

●女性の活躍支援
　当社の商品は、日々の生活で使用されるものが多く、女性のアイデア

や意見が非常に重要です。商品企画・設計部門、販売企画PR部門、

ルート営業部門および、製造部門を中心に、様々な職務で女性が幅広く

活躍しています。また、総合職（基幹職）に占める女性の割合も年々増

加しており、役職に就く女性も少しずつ増えてきています。国内では、

2016年3月時点で、女性の管理職は3名、主任・係長職は65名（全総

合職の2.8%）となっています。女性が働きやすい職場環境への改善を

進め、2015年度には「育児短時間勤務できる期間」や「子どもの看護

休暇日数」を改善、幼い子どもを持つ従業員が働きやすい環境づくりを

推進しました。

●グローバル人材の育成
　海外勤務意欲の高い若手従業員に対しては、公募による「短期海外赴任研修プログラム」を設置・運用しており、現在では
米国、オーストラリア、ブラジル、タイに計6名の若手エンジニアが赴任しています。海外自社拠点での業務経験を通じてグロー

バルに活躍できる人材育成を推進しています。

●OJTを基盤とする人材育成
　仕事を通じ上司から部下への「OJT（直接指導）」を育成手

段の主軸に置き、職責に合わせて人間力向上を支援する「階

層別研修」と、専門プロ化を推進する「専門分野別研修」を

両輪とした「3本柱の育成体系」を基本としています。また、

2010年度から、事業計画を推進している組織リーダーのさ

らなるレベルアップを目的とした研修を実施し、より質の高い

プログラムを社内で企画し実践しています。

リンナイオーストラリア  戸田  雅之
　生産技術部よりリンナイオーストラリアへ出向し約1年が経ちました。リンナイオーストラリア
では赴任してから新工場の量産準備の担当者として業務に携わっています。ここでは、日本で
品質管理技術を行っていた経験を生かして、生産設備や作業者が良い商品をつくるため、
いつも同じ動きで同じものをつくっているかを管理する方法を考え現場に反映しています。
　現地では日本よりも少人数で仕事するため、今までにない貴重な経験ができ日々充実して
います。

開発本部 制御ソフト開発室  弓削  愛
　１年間の産休育休を経て職場復帰しました。現在も休職前と変わらず温水機器のソフト
ウェア開発に携わっています。復帰前は子育てと仕事の両立に不安がありましたが、職場に
理解がある事も以前から感じていたので復職する事に全く迷いはありませんでした。
　ワークライフバランスは以前より家庭寄りですが、職場や家族の協力を得て、家事・育児・
仕事とメリハリある生活が送れています。私のように職場復帰して働く女性は年々増えて
おり、時短勤務に関しての意見も積極的に取り入れて貰え、本当に心強い限りです。

育児短時間勤務できる期間

子どもの看護休暇日数

従来  小学校入学直前3月31日まで

改善  小学校1年生の7月31日まで

従来  5日間/年（該当する子が2人以上は10日間/年）

改善  10日間/年（該当する子が2人以上は20日間/年）

V
O
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E

V
O
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E

ステークホルダーとのコミュニケーション

新入社員  現場実習風景

メンタルヘルスセミナー

従業員組合主催のBBQ大会

ホームページに、より詳細な情報を掲載しています       http://www.rinnai.co.jp/csr/index.html
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●エコプロダクツ2015への出展
　当社は、日本経済新聞社と一般社団法人産業環境管理協

会が主催する環境展示会「エコプロダクツ」に2013年から

出展しています。当展示会には、ビジネスパーソンや一般の方

のほかに、小・中学生が社会科見学で多数訪れることが特長

となっています。エコプロダクツ2015では、当社ブースにも

1,500名を超える多くの小・中学生に訪れていただき、家庭で

のエネルギーの使われ方から当社の環境・省エネ商品開発

への取り組みについて理解を深めていただきました。

●給湯器連結ラックシステムを
　Camp Southern Groundに寄付
　2015年8月、リンナイアメリカは本社の近隣にある約

1.62km2の敷地を利用したキャンプ場“Camp Southern  

Ground”に給湯器3台を連結した給湯器連結ラックシス

テムを寄付しました。Camp Southern Groundはグラミー

賞を受賞したアーティストでもあるザックブラウンが立ち上

げた非営利団体プロジェクトです。7歳から17歳の子どもと

その家族が健康的な生き方を学ぶことを目的としたキャンプ

場です。当施設ではアスペルガー症候群、トゥレット症候群、

自閉症や失読症などの子どもたちも利用できるような施設

づくりを計画しています。

●従業員によるマングローブ植林活動に参加
　タイには、もともと広大なマングローブ林が広がっていま

したが、塩田開発やエビ養殖の影響によって減少が進み、

近年、多様な生態系が危機にさらされる事象となっていま

す。現在では、タイ政府によりマングローブ林の伐採が禁止

されるなど、森林保護・生態系保護の取り組みが行われて

います。

　リンナイタイでは、2015年8月2日にタイ産業省（Ministry

of Industry）管轄のグリーン活動へ従業員約50名が参加し、

マングローブ150本を植樹しました。

中川運河－長良橋から北を望む

　当社近くに位置する中川運河近辺の再生支援を目的として、2012年度から

「中川運河再生文化芸術活動助成事業(愛称：中川運河助成ARToC10、以下

「アートック10」)」へ10年間、毎年1,000万円、総額1億円を寄付しています。この

活動は、中川運河を舞台とする現代アートを通じてこの地域を活性化し、人々が

文化芸術を楽しむために訪れたくなるような地域にしていくものです。支援活動も4年目となり、徐々に地域住民や地元

アーティストへの認知度も上がってきており、人々が中川運河へ目を向けるきっかけとなっています。

　2015年8月には中川運河に隣接する当社旧部品センターにてアートック10のＰＲ企画「中川運河で現代アートやって

るってほんと!?」が、名古屋都市センターの主催で開催されました。2015年度助成対象者の方 と々アートック10事業

に協力している当社を含めた地元企業が参加するトークセッションが行われました。

　当社は中川区に本社を構え96年の歴史を歩んできました。中川運河への活動を通して、これまで温かく見守り、育てて

いただいたこの地元地域への社会貢献に取り組んでいます。

アートック10助成対象の伏木啓氏による
映像インスタレーション+パフォーマンス「wald」

当社旧部品センターを舞台とした映像インスタレーションが行われ
ました。期間中2日間で約340名ほどの方 に々ご来場いただきました。

アートック10助成対象のシネマスコーレによる
「Filmusic in 中川運河・夏」

映画撮影の一部は当社中部支社研修センターで行われ、地元住民
とともに当社従業員も出演者として参加しました。

ホームページに、より詳細な情報を掲載しています       http://www.rinnai.co.jp/csr/index.html

中川運河再生事業への支援

当社グループは、積極的、主体的かつ継続的に様々な社会貢献活動に取り組んでいます。 世界各地で地域に密着した活動を

展開しています。

［地域・社会とのコミュニケーション］
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●推進体制
　社長を委員長とし、執行役員・部門長な

どで構成される「リスク管理委員会」を定

期的に開催しています。生命・信用・事業

活動・財産に影響をおよぼす恐れのある

重要リスクを特定し、項目ごとに主管部

門を決め、未然防止の仕組みづくり、危機の早期解決、損害の最小化、再発防止などに取り組んでいます。全部門ならびにグ

ループ会社と連携して、リスクの未然防止とリスク対応力の向上に努めています。

●事業継続の推進
　地震や風水害などの自然災害や感染症の流行・発生への対策が十分でない場合、長期にわたって操業停止に陥り、多大な

損失を被ると同時にステークホルダーの皆様に大きな影響を与える恐れがあると想定されます。人々の暮らしを支える熱エネ

ルギー機器を製造する当社としては、安定して商品を提供し続けることが社会的責任であると考えています。お客様が必要と

する重要商品の生産・供給が滞る恐れがある場合に備え、事業継続マネジメントを経営上の重要課題と位置付け、国内生産

部門を中心に事業継続計画（BCP）の作成・見直しに取り組んでいます。

●コンプライアンス推進体制
　社会から信頼される健全な企業グループであるために、当社では2004年

4月に社長を委員長とする企業倫理委員会を設置し、コンプライアンスの徹底

を図っています。

　コンプライアンスへの意識を高め、全従業員が社会的責任を果たすととも

に、業務に前向きに取り組む環境づくりを推進しています。

●リンナイグループ「倫理綱領」
　リンナイグループ「倫理綱領」は、当社グループの「企業理念」と全役員・従業員が遵守すべき具体的な行動基準である「リン

ナイ行動規範」をまとめた小冊子です。各職場に配置された「コンプライアンス委員」が、毎年全従業員に対して「倫理綱領」の

浸透を図っています。

　また、海外グループ会社21社には「倫理綱領」の英語版である「Code of Ethics」を配布しています。さらに、中国、韓国

などにおいては、各国の言語に翻訳したものを配布しています。各社の教育担当者が従業員に対し周知・徹底を行っています。

マネジメント体制

倫理綱領（左から日本語版・英語版・韓国語版） 倫理綱領の周知（左：リンナイベトナム　右：リンナイブラジル）

経営の客観性・透明性を高め、社会から信頼される企業グループであることが、 
ステークホルダーの皆様の満足と継続的な企業価値向上につながると考えています。

●基本的な考え方
　当社では、グループ会社の競争力強化と継続的な企業価値向上の視点から、コーポレートガバナンスの強化・充実を経営上

の重要課題としてとらえています。取締役会や監査役会などの機能強化を図り、様々なステークホルダーの皆様に迅速かつ

正確な情報開示に努めるとともに、幅広い情報を開示することで透明性の高い経営をめざしています。

●取締役会
　当社の取締役会は、経営に関わる重要な事項の意思決定と取締役の職務執行の監督を行っており、社外取締役2名を

含む、取締役8名で構成され、原則毎月1回開催しています。なお、事業年度ごとの経営責任をより一層明確にし、株主の皆様

からの信任の機会を増やすために、取締役の任期を1年としています。

●業務執行体制
　当社は、経営環境の変化に迅速に対応できる機動的な経営体制を構築するため、執行役員制度を導入しており、社長以下

の取締役の一部が執行役員を兼務し、取締役会の決議内容を担当部門の管理責任者に伝え業務を執行しています。また、

四半期ごとの全社経営会議および個別経営会議で経営進捗の確認と課題事項の共有化を図っています。

●経営を監視・監督する監査体制
　当社の監査役会は、監査役4名で構成されており、うち2名が社外監査役です。監査役は、取締役会や重要な会議に出席し、

取締役および執行組織の職務状況をはじめ、内部統制システムの整備・運用状況や本社および主要な事業所ならびに子会社

における業務や財産管理の状況について監査しています。会計監査については、有限責任監査法人トーマツが会計監査を

実施し、会計に関する内部統制の適法性について、第三者の立場から検証しています。

●リスクマネジメント方針
　社会の複雑化などにより、企業は多様なリスクにさらされています。その中でグローバルな事業展開を推進する当社グループ

は、お客様や社会の信頼に応え、安定した事業活動を行うため、リスクマネジメントに取り組んでいます。

［コーポレートガバナンス］

［リスクマネジメント］

［コンプライアンス］

〈コーポレートガバナンス体制〉

特定している
重要リスク（例）

●関係法令などの不遵守・違反経営のリスク
●災害・事故による工場・建物・生産設備の倒壊・損傷のリスク
●原材料調達活動の停止・遅延のリスク
●環境に関わるリスク  ●情報漏洩に関わるリスク
●基幹システム損壊のリスク  ●ソーシャルメディアのリスク  など

企業倫理委員会

委 員
（各本部より選出）

事務局
（法務部）

委員長
（社長）

・企業倫理遵守についての基本事例の策定
・「倫理綱領」の発行

取り組み
内容

選任・解任選任・解任
連携 監査

指示

報告

助言

指示報告

報告

選任・解任・監督 選任・解任・監督

選任・解任

業務監督

内部監査監査

報告

助言

業務監査

連携

各部門

執行役員

社長 各種委員会
リスク管理委員会
企業倫理委員会
情報開示委員会

環境マネジメント委員会 など

内部統制室

監査

取締役会 顧問弁護士

株主総会

監査役会

会
計
監
査
人
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